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①令和2年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み
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担当 KPI R2目標 R2実績 達成度 R3目標 協会全体の達成度

サービススタンダードの達成状況 100% 100% ○ 100% ×

現金給付等の申請に係る郵送化率 92%以上 92.6% ○ 95%以上 〇

(4) 柔整の申請に占める、３部位以上、かつ月15日以上の施術申請の割合 1.07%以下 1.01% ○ 1.01%以下 〇

(6) 高額療養費制度に占める限度額適用認定証の使用割合 85%以上 80.1% × 設定なし ×

(7) 被扶養者資格の確認対象事業所からの提出率 92.4%以上 92.6% ○ 92.7%以上 ×

(3) 支払基金と合算したレセプト点検の査定率 0.501％以上 0.411% × 0.411%以上 ×

年金機構回収分も含めた資格喪失後1か月以内の保険証回収率 95.5%以上 92.63% × 92.63%以上 ×

返納金債権（資格喪失後受診に限る。）の回収率 53.18％以上 42.17% × 42.17%以上 ×

医療給付費総額に占める資格喪失後受診に伴う返納金の割合 0.042％以下 0.067% × 設定なし ×

生活習慣病予防健診受診率 51.0%以上 46.7% × 54.0%以上 ×

事業者健診データ取得率 12.3%以上 12.5% 〇 12.9%以上 〇

被扶養者の特定健診受診率 25.6%以上 19.8% × 30.1%以上 ×

(1)-2 特定保健指導の実施率 20.8%以上 16.8% × 設定なし ×

(1)-3 受診勧奨後3か月以内に医療機関を受診した者の割合 12.9%以上 13.4% 〇 13.0%以上 ×

広報活動における加入者理解率の平均 46.1%以上 42.9% × 設定なし ×

全被保険者数に占める健保委員委嘱事業所の被保険者数の割合 56.0％以上 58.60% 〇 61.0％以上 〇

(3) ジェネリック医薬品使用割合 76.5％以上 74.2% × 77.2%以上 ×

(5) 他の被用者保険者との連携を含めた、地域医療構想調整会議への支部参加率 100.0% 100% 〇 設定なし ×
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令和2年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

100% 100% ○ 100%

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

92%以上 92.6% ○ 95%以上

（2）

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

1.07%以下 1.01% ○ 1.01%以下

■多部位頻回施術の割合が低下傾向にあ

るが、一方で加入者１人当たりの請求額

は増加傾向にある。申請書当たりの平均

請求金額が高い施術所への対策を講じ

る。

KPI 柔整の申請に占める、３部位以上、かつ月15日以上の施術申請の割合

業

務

グ

ル

ー

プ

１．基盤的保険者機能関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策

現金給付の適正化の

推進

■不正事案が疑われる案件について、保険給付適正化会議で対策を検討し、年金機構と合同による事

業所への立入調査を１件実施した。

■傷病手当金との併給調整について、障害年金は月次で進捗管理を徹底し、労災休業補償給付は労働

基準監督署と連携し、適正化に努めた。

■傷病手当金受給中の再雇用による資格

取得の事例が確認できるため、必要に応

じ年金機構へ情報提供するなどの対策を

講じる。

■引き続き障害年金及び労災休業補償給

付について、併給調整の管理を徹底す

る。

（4）

柔道整復施術療養費

等の照会業務の強化

■多部位頻回施術の患者に対する照会を毎月実施した。

■同一保険資格家族で３人以上が複数月に渡り施術を受けている被保険者に対し、「ついで受診」防

止を強調した適正化啓発通知を101人（加入者数で355人）へ送付した。

（1）

サービス水準の向上

■サービススタンダード申請書（全支部共通の、受付から10営業日以内に振込までを完了させる給付

金）について、日々の進捗管理を徹底し100％の達成を目指した。

■新型コロナウイルス感染拡大防止のため、窓口の利用ではなく郵送による申請をしていただくよう

に協力を求めた。

■電話及び窓口の接遇に係るお客様満足度調査において、満足度を向上させるため、外部講師による

研修を実施し、また毎朝の朝礼で接遇スキル向上のための唱和を実施した。

■引き続き100％の達成を目指す。

■不要不急の場合を除き窓口の利用をお

断りしているとの、強めの説明へ切り替

える。

■上半期は説明スキル向上のための知識

習得研修（勉強会）を毎月実施し、下半

期は接遇スキル向上のための外部講師研

修を実施する。

KPI サービススタンダードの達成状況

KPI 現金給付等の申請に係る郵送化率
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令和2年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

85%以上 80.1% × 設定なし

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

92.4%以上 92.6% ○ 92.7%以上

１．基盤的保険者機能関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策

業

務

グ

ル

ー

プ

（６）

限度額適用認定証の

利用促進

■医療機関の窓口での支払額が一定額となる限度額証の使用割合を高めることで、加入者サービスの

向上を図る。

前年度以前より複数の医療機関に申請書と返信用封筒を設置していただいているが、引き続き設置し

ていただくため、医療機関へ赴き改めての依頼をした。

■支部広報誌やホームページ、メールマガジンなどによる広報を定期的に実施した。

■認定証の有効期限が最長で１年間と

なっていることによる再申請の手続き漏

れが生じている。

また期限切れで案内がされないことに苦

情をいただいている。

認定証の期限切れ前に、こちらから申請

書を送付する手段を検討する。

KPI 高額療養費制度に占める限度額適用認定証の使用割合

（７）

被扶養者資格の再確

認の徹底

■未提出であった全ての事業所へ勧奨文書と確認リストを送付し、提出率の向上を図った。

■支部広報誌やホームページ、メールマガジンなどによる広報により、提出率の向上を図った。

■事業主の協力もあり、年々提出率が向

上している。

■目標達成の見込みが厳しい場合は電話

勧奨を実施する。

KPI 被扶養者資格の確認対象事業所からの提出率
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令和2年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

主な取り組み内容等

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

0.501％以上 0.411% × 0.411%以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

設定なし 8,055円 - 8,055円以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

95.5%以上 92.63% × 92.63%以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

53.18％以上 42.17% × 42.17%以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

0.042％以下 0.067% × 設定なし

再審査レセプト1件当たりの査定額

レ

セ

プ

ト

グ

ル

ー

プ

１．基盤的保険者機能関係 今後の課題と対策

（3）

効果的なレセプト点

検の推進

■資格点検や外傷点検については、点検マニュアルに基づいた点検を確実に実施していく。そのため

現在の点検がマニュアル通りであるか再確認を行うとともに、問題が発生した場合などは、常にマ

ニュアルを確認することにより、職員の意識改革を行う。

■他支部や自支部の査定事例の検証を行い、勉強会にて事例を発表することにより全体に対して情報

共有を図る。また、外部講師を招いた研修を実施し、新たな点検ポイントや着眼点を習得して、点検

スキルの向上を図る。

■システムを活用した点検を行うことにより効率的な点検を行う。また、システムのメンテナンスを

確実に実施し常に新しい情報を取り入れていく。

■支払基金との打合せを密にし、支払基金で確実に行っている点検や苦手としている点検の情報を得

ることにより、支払基金と協会けんぽの点検の役割分担を行い効率的な点検を実施する。

■令和3年4月より新たな点検員が採用と

なったことから、育成計画の作成や、他

の点検員が指導に当たる時間など対応を

行う必要がある。

■新型コロナの影響で、手術などの高額

レセプトが減少している状況であり、点

検効果額の向上及び、1件当たりの査定効

果額の向上は非常に難しい状況である。

KPI 支払基金と合算したレセプト点検の査定率

（5）

返納金債権の発生防

止のための保険証回

収強化、債権回収業

務の推進

■日本年金機構で資格喪失処理を行った後、2週間以内に第1回目催告を実施し、未回収者には再度、

2週間以内に第2回目催告を実施する。

■回収不能届により電話番号が判明している者に対しては、早期に電話催告を実施する。

■債権回収回収フローに基づく催告を遅滞なく確実に実施する。

■納付書等が郵便返戻となった者に対する住所照会を適宜実施する。

■令和3年2月より年金機構の保険証回収登録

方法変更に伴い、ある程度纏まってから保険

証を返却する事業所が明確となったことか

ら、事業所あての催告を実施する。

■裁判で債権の確定が行われた後、それでも

納付しない者に対する財産調査の方法が限定

される。

■遡り喪失による高額債権の発生が増加して

いる。

KPI 年金機構回収分も含めた資格喪失後1か月以内の保険証回収率

KPI 返納金債権（資格喪失後受診に限る。）の回収率

KPI

KPI

医療給付費総額に占める資格喪失後受診に伴う返納金の割合
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令和2年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

51.0%以上 46.7% × 54.0%以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

12.3%以上 12.5% 〇 12.9%以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

25.6%以上 19.8% × 30.1%以上

保

健

グ

ル

ー

プ

２．戦略的保険者機能関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策

（１）-ⅰ）

特定健診受診率・事

業者健診データ取得

率の向上

〈生活習慣病予防健診対策〉

■小・中規模事業所及び個人を対象とした受診勧奨の実施。

　　小中規模事業所3,447件　　小中規模事業所加入被保険者18,944名　DM送付。

■付加健診対象者への受診勧奨の実施。　付加健診　2,342名　DM送付。

■生活習慣病予防健診委託機関の拡大。（5機関新規追加）

〈事業者健診データ取得対策〉

■事業者健診データ取得に関する外部委託勧奨の実施。データ取得　4,346件（前年度　3,253件）

〈被扶養者の特定健診対策〉

■協会主催の集団健診開催日数の拡大。28回開催（前年度16回）

■自治体がん検診との同日実施の機会拡大。

　　未実施であった橋本市と連携開始。同じく紀の川市と調整し、3年度から同日実施開始。

■電話勧奨・ハガキ勧奨等による受診再勧奨の実施。

■小規模事業所の受診率が低いため、引

き続き個人宛勧奨を継続し、受診拡大に

つなげる。集団健診の場を提供し、受診

機会拡大につなげる。

■健診受診率が低い事業所を対象に、生

活習慣病予防健診への切り替え、および

事業者健診データ提供勧奨を進めてい

く。

■被扶養者の特定健診の受診機会拡大対

策として、引き続き集団健診開催日数拡

大を図る。

DM及び電話勧奨による勧奨の実施。

KPI 生活習慣病予防健診受診率

KPI 事業者健診データ取得率

KPI 被扶養者の特定健診受診率
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令和2年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

20.8%以上 16.8% × 設定なし

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

設定なし 16.2% - 25.2%以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

設定なし 30.1% - 31.0%以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

12.9%以上 13.4% 〇 13.0%以上

被扶養者の特定保健指導の実施率

KPI 被保険者の特定保健指導の実施率

■高血圧・糖尿病未受診者への文書勧奨・電話勧奨・訪問による受診勧奨を実施。

　二次勧奨：（文書：2,128件　電話：86件　面談：81件）

　＊二次勧奨時の文書勧奨発送対象を拡大。

　　二次勧奨のリーフレットをリニューアル（11月～）

■腎機能の疑いのある方への専門医への受診勧奨および保健指導の実施。

　（受診勧奨　79件　　保健指導　0名）

■ハイリスク者への保健指導の実施につ

いて、医師等と連携を図りながら進めて

いく

KPI 受診勧奨後3か月以内に医療機関を受診した者の割合

２．戦略的保険者機能関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策

特定保健指導の実施率

KPI

保

健

グ

ル

ー

プ

（１）-ⅱ）

特定保健指導の実施

率の向上

　特定保健指導実施件数　被保険者　2,201件（前年度　2,798件）

　　　　　　　　　　　　被扶養者　　188件（前年度　96件）

〈被保険者の特定保健指導対策〉

■特定保健指導外部委託の推進

　　健診機関・民間業者による保健指導実施：評価414件（前年度390件）

　　民間業者による保健指導はＩＣＴ遠隔面談を導入　初回面談107件実施

　　健診機関にアンケートを実施し、特定保健指導実施に向けて、健診機関訪問を実施(4機関）

■支部が初回面談を実施した者の継続支援を民間業者へ委託。評価1,629件（前年度1,931件）

〈被扶養者の特定保健指導対策〉

■協会主催の集団健診で、健診当日の特定保健指導を実施できる会場を拡大。

　　27会場で実施。（前年度15会場）

■日曜日にヘルスアップ相談会を開催（事業所での面談ができなかった方へ個人勧奨を実施）

　歯科検診・ベジチェック測定・特定保健指導を実施　　参加者　9/27：10名　２/28：12名

■健診当日の特定保健指導実施機関の拡

大。健診実施数が多い健診機関の開拓

協会主催の集団健診の機会で、当日保健

指導の実施を広げる。

■特定保健指導実施事業所の開拓

事業者健診データ提供事業所、健康づく

りチャレンジ運動登録事業所などを対象

に特定保健指導実施事業所の拡大を図

る。

■特定保健指導を受ける機会の拡大。

コロナ禍の影響もあり、面談による実施

が難しい事業所もあるため、ＩＣＴ面談

の体制を作り、利用者拡大に取り組む。

KPI

（１）-ⅲ）

重症化予防対策の推

進
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令和2年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

（１）-ⅳ）

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

設定なし 522事業所 - 650事業所以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

46.1%以上 42.9% × 設定なし

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

56.0％以上 58.6% 〇 61.0％以上

企

画

総

務

グ

ル

ー

プ

２．戦略的保険者機能関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策

コラボヘルスによる

健康経営の推進

■健康宣言事業「わかやま健康づくりチャレンジ運動」を和歌山県と共同実施。（新規登録事業所

105社）

■「わかやま健康づくりチャレンジ運動」登録の文章勧奨を実施した。

■登録事業所に対するサポートの実施。（健康講座8件、血管年齢測定器39件・Inbody・出前講座申

し込み32件）

■健康経営優良法人認定に対するフォローの実施　22社→40社認定

■オンラインによる健康経営セミナーの開催

■健康経営優良法人認定数の拡大

■健康宣言全国標準化に向けた「わかや

まチャレンジ運動」取り組み内容の検

討。

■健康宣言後のフォローアップの強化を

図る。

（２）

広報活動や健康保険

委員を通じた加入者

等の理解促進

■広報計画に基づいた各種媒体（HP・メルマガ・県広報誌・地域生活情報誌等）を利用した広報を

行った。

■健康保険委員の委嘱拡大のため、登録勧奨を実施した。

■健康保険委員研修会を開催し、委員のスキルアップを図った。

■永年の活動や功績に対して感謝の意を表すため、健康保険委員表彰（理事長表彰4名、支部長表彰

10名）を行った。

KPI 健康宣言事業所数

■加入者理解率の向上、ホームページ、

メールマガジンの閲覧者の増加を目指

す。

KPI 広報活動における加入者理解率の平均

KPI 全被保険者数に占める健保委員委嘱事業所の被保険者数の割合
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令和2年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

76.5％以上 74.2% × 77.2%以上

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

100% 100% 〇 設定なし

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

設定なし 実施 - 実施
KPI

他の被用者保険者との連携を含めた、地域医療構想調整会議での医療デー

タ等を活用した意見発信の実施

■ジェネリック医薬品軽減額通知を送付。（8月・2月）

■乳幼児医療費助成対象者へのジェネリック医薬品使用啓発

■スマホによる位置情報を利用した広報の実施

■路線バスおよび公用車を活用した広報を実施。（ラッピング、車内モニター、車内放送）

■レセプトデータを集計した後発医薬品リストの調剤薬局への情報提供およびホームページでの公

開。

■和歌山県医薬品安心安全使用懇話会で取組発表を行った。（3月）

■医療機関及び薬局への使用促進のための訪問説明。

■加入者に対する効果的な広報の実施。

■医療機関、薬局に対する、訪問説明な

ど直接的な働きかけの実施。

■県薬務課、県薬剤師会他保険者との連

携の推進。

KPI

KPI 他の被用者保険者との連携を含めた、地域医療構想調整会議への支部参加率

ジェネリック医薬品使用割合

（４）
インセンティブ制度

の取組・広報の強化
■HP、メルマガ「協会けんぽわかやま通信」等での和歌山支部の実績を踏まえた広報を実施した。

■加入者理解度調査の結果、理解率が低

いため、加入者にとって分かりやすい制

度の周知を図る。

（５）

医療データの分析に

基づく地域の医療提

供体制への働きかけ

■地域医療構想の実現に向けて協議の行われる「地域医療構想調整会議」において、県内７医療圏

中、６医療圏に和歌山支部から委員を選出し、参画し意見発信を行った。

■医療費情報等を分析研究し、効果的な

意見発信を行えるよう体制を整備する

企

画

総

務

グ

ル

ー

プ

２．戦略的保険者機能関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策

（３）

ジェネリック医薬品

の使用促進
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令和2年度和歌山支部事業計画に基づく主な取り組み

（１）

（２）

（３）

R2目標 R2実績 達成度 R3目標

0%以下 0% 〇 20.0%以下

（５）

（６）

企

画

総

務

グ

ル

ー

プ

３．組織体制関係 主な取り組み内容等 今後の課題と対策

人事制度の適正な運

用と標準人員に基づ

く人員配置

■業務の効率化等の推進により、標準人員に基づく人員配置を適正に実施する。
■今後も引き続き、業務効率を踏まえた

人員配置を適切に実施する。

人事評価制度の適正

な運用

コンプライアンスの徹底

■コンプライアンス委員会の定期開催（２回）。

■支部コンプライアンス研修の実施。

■本部コンプライアンス通信による啓発。

■引き続き、研修等を通じて、コンプラ

イアンス基本方針、行動規範の理解及び

浸透させるなどの意識醸成を図る。

リスク管理

■災害リスクに対しては、安否確認システム、支部初動対応訓練及びビルにおける避難訓練を実施し

た。

■個人情報保護、情報セキュリティに対しては、毎月管理職による端末チェック、半期ごとに自主点

検及び全職員への研修を実施した。

■定期的な訓練及び職員向けの啓発を実

施し、危機管理にかかる習熟度を維持し

ていく。

■実績及び能力に紐づいた評価の実施。

■適切な目標を立てられるよう、管理職による面談を実施。

■結果についての振り返りとしてフィードバック面談を実施。

■目標設定を通じて、自身の役割を認識

させ、実績の向上につなげ、能力、実績

に紐づいた適正な評価を実施する。

ＯＪＴを中心とした

人材育成

■各グループ長がOJT指針を作成し、グループごとの課題に応じた人材育成を実施した。

■お客様満足度調査結果の内容を分析し、電話応対について独自研修を実施した。

■引き続き、OJT、集合研修、自己啓発

により、必要とされる知識を習得できる

機会を提供する。

費用対効果を踏まえ

たコスト削減等

■随意契約にあって、100万円を超える案件については、調達審査委員会で調達内容、方法等を審議

し、調達の適正化を図った。

■その他少額案件についても、見積競争を実施し、コスト削減に努めた。

■支部経費節減マニュアルを改修しコス

ト意識を高める。

KPI 一般競争入札に占める一者応札案件の割合

（４）



②和歌山支部保険者機能強化予算にかかる経費について
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0
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0
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取
組

名

医療費適正化
計計

保健事業広報・意見発信
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123

乳
幼

児
医

療
費

助
成

対
象

者
へ

の
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

使
用

啓
発

事業内容

概
要

実
績

等

位
置

情
報

（
ジ

オ
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

広
告

）
を

利
用

し
た

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
に

係
る

効
果

的
広

報

医
療

機
関

事
務

担
当

者
向

け
健

康
保

険
事

務
説

明
会

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
の

使
用

割
合

の
低

い
加

入
者

層
（軽

減
額

通
知

の
送

付
対

象
外

で
あ

る
18歳

未
満

）へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
と

し
て

、
”公

費
助

成
対

象
者

（な
か

で
も

、
該

当
者

数
の

最
も

多
い

乳
幼

児
医

療
費

助
成

対
象

者
）” に

対
し

て
、

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

・ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

希
望

シ
ー

ル
を

配
布

す
る

こ
と

で
、

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
の

周
知

・使
用

割
合

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。
和

歌
山

県
と

連
名

の
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

啓
発

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
、

県
内

自
治

体
に

配
布

し
、

乳
幼

児
医

療
費

助
成

の
受

療
証

発
行

・
更

新
等

の
案

内
時

に
、

対
象

者
及

び
そ

の
扶

養
者

で
あ

る
被

保
険

者
に

配
付

す
る

。

和
歌

山
県

下
の

全
市

区
町

村
（
３

０
市

区
町

村
）
の

窓
口

に
こ

ど
も

医
療

費
の

手
続

き
で

来
所

さ
れ

た
際

に
手

交
し

て
も

ら
う

な
ど

対
象

者
の

目
に

留
ま

り
や

す
い

場
面

で
配

布
を

実
施

で
き

た
。

事
業

名

事業内容

概
要

医
療

機
関

事
務

担
当

者
向

け
説

明
会

を
開

催
し

、
資

格
喪

失
後

受
診

に
対

す
る

レ
セ

プ
ト

の
返

戻
同

意
や

交
通

事
故

等
の

第
三

者
行

為
に

よ
る

原
因

で
医

療
機

関
を

受
診

し
た

者
に

対
し

て
の

届
書

の
提

出
勧

奨
、

高
額

療
養

費
制

度
の

説
明

や
限

度
額

適
用

認
定

証
の

使
用

促
進

等
の

要
望

を
行

う
。

ま
た

、
2年

に
1回

の
診

療
報

酬
改

定
が

行
わ

れ
る

年
度

の
た

め
、

支
払

基
金

よ
り

診
療

報
酬

改
定

内
容

に
係

る
注

意
点

や
レ

セ
プ

ト
請

求
時

の
注

意
点

に
つ

い
て

説
明

し
て

い
た

だ
く
こ

と
と

す
る

。

実
績

等

コ
ロ

ナ
の

影
響

に
よ

り
未

実
施

事
業

名

事業内容

概
要

ス
マ

ホ
の

位
置

情
報

を
利

用
し

、
病

院
や

薬
局

に
滞

在
し

て
い

る
方

ま
た

は
病

院
に

よ
く
行

っ
て

い
る

方
な

ど
広

報
が

有
効

な
タ

ー
ゲ

ッ
ト

を
絞

り
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
（ヤ

フ
ー

等
）を

開
い

た
際

の
バ

ナ
ー

広
告

を
行

う
。

ア
ク

セ
ス

先
は

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

に
特

化
し

た
訴

求
力

の
高

い
専

用
ペ

ー
ジ

と
し

、
閲

覧
者

の
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

へ
の

切
り

替
え

を
促

進
す

る
。

実
績

等

位
置

情
報

か
ら

広
告

の
表

示
数

・
ク

リ
ッ

ク
数

を
測

定
し

た
結

果
、

和
歌

山
市

圏
域

及
び

大
阪

市
圏

域
で

ク
リ

ッ
ク

（
表

示
）
さ

れ
た

件
数

が
集

中
し

て
お

り
、

過
疎

地
域

と
の

差
が

明
確

と
な

っ
た

。
バ

ナ
ー

表
示

総
数

：
2
,2

4
6
,2

7
3
回

ク
リ

ッ
ク

総
数

：
3
,4

1
2
件

(バ
ナ

ー
広

告
よ

り
ク

リ
ッ

ク
し

た
件

数
)

和
歌
山
支
部
保
険
者
機
能
強
化
予
算
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て
（
令
和
2
年
度
）

事
業

名
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集
団

健
診

受
診

者
へ

の
D

V
D

に
よ

る
健

診
・
予

防
ラ

ー
ニ

ン
グ

協
会

主
催

の
集

団
健

診
実

施
に

か
か

る
経

費

事
業

者
健

診
に

か
か

る
同

意
書

取
得

勧
奨

及
び

健
診

結
果

デ
ー

タ
取

得
勧

奨
等

の
外

部
委

託

事
業

者
健

診
結

果
デ

ー
タ

提
供

に
か

か
る

費
用

事
業

名

事
業

名

事業内容

概
要

事
業

者
健

診
に

か
か

る
同

意
書

取
得

勧
奨

及
び

健
診

結
果

デ
ー

タ
取

得
勧

奨
を

外
部

委
託

に
よ

り
全

面
実

施
す

る
こ

と
で

、
事

業
者

健
診

実
施

率
の

向
上

を
図

る
。

実
績

等

同
意

書
取

得
　

　
　

実
績

　
271件

/目
標

　
400件

　
（目

標
比

67.8％
）

健
診

結
果

取
得

　
実

績
　

3,753件
/目

標
　

4,000件
（目

標
比

93.8％
）

デ
ー

タ
作

成
　

　
　

実
績

　
4,346件

/目
標

　
3,000件

（目
標

比
96.6％

）

事
業

名

事業内容

概
要

事
業

名

事業内容

概
要

健
診

機
関

で
対

応
出

来
な

い
事

業
所

等
か

ら
の

健
診

結
果

デ
ー

タ
の

提
供

を
求

め
る

こ
と

で
、

事
業

者
健

診
実

施
率

の
向

上
を

図
る

。

実
績

等
1,173件

取
得

事業内容

概
要

が
ん

検
診

と
同

日
実

施
で

き
な

い
市

を
中

心
に

協
会

主
催

の
集

団
健

診
（無

料
）を

実
施

し
、

未
受

診
者

の
再

勧
奨

を
行

う
。

協
会

主
催

の
集

団
健

診
と

し
て

、
下

記
①

～
③

の
と

お
り

、
実

施
の

う
え

、
無

料
で

健
診

を
受

け
る

機
会

の
提

供
を

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
健

診
受

診
率

向
上

を
図

る
。

①
わ

か
や

ま
商

工
ま

つ
り

で
の

集
団

健
診

の
開

催
（2回

分
）

②
協

会
主

催
の

集
団

健
診

の
開

催
（
定

例
12

回
分

）
③

そ
の

他
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

開
催

を
検

討
（3回

分
）

実
績

等
②

骨
密

度
測

定
を

付
加

し
た

協
会

主
催

の
集

団
健

診
を

28回
開

催
。

①
わ

か
や

ま
商

工
ま

つ
り

、
③

イ
ベ

ン
ト

等
で

の
健

診
は

中
止

。

　
年

々
、

協
会

主
催

集
団

健
診

受
診

数
が

増
加

（H
29-H

30で
+664名

)し
て

お
り

、
ま

た
、

和
歌

山
市

内
で

の
開

催
に

つ
い

て
は

、
1回

あ
た

り
の

受
診

者
数

も
平

均
200名

を
超

え
る

よ
う

な
状

況
で

あ
る

。
そ

の
た

め
、

健
診

受
付

か
ら

終
了

ま
で

で
最

長
1時

間
以

上
要

す
る

ケ
ー

ス
も

あ
る

。
（特

定
健

診
＋

付
加

測
定

）
　

そ
こ

で
、

こ
れ

ら
の

方
へ

出
来

る
限

り
快

適
に

集
団

健
診

を
受

け
て

い
た

だ
く
た

め
、

健
康

啓
発

D
V

D
を

視
聴

し
な

が
ら

待
ち

時
間

を
感

じ
さ

せ
な

い
工

夫
を

す
る

と
と

も
に

、
受

診
者

の
健

康
意

識
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
で

、
次

年
度

以
降

の
集

団
健

診
受

診
へ

つ
な

げ
て

い
く
こ

と
が

目
的

で
あ

る
。

実
績

等
主

催
集

団
健

診
に

つ
い

て
は

受
診

者
数

が
増

加
し

て
お

り
、

一
部

測
定

場
所

で
は

待
ち

時
間

が
長

く
な

る
た

め
、

混
雑

個
所

の
待

合
席

付
近

で
健

診
・指

導
等

を
啓

発
す

る
D

V
D

を
放

映
し

た
受

診
者

の
ヘ

ル
ス

リ
テ

ラ
シ

ー
の

向
上

を
図

る
。

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

モ
ー

ル
会

場
で

放
映

。
（約

800人
視

聴
）
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和
歌

山
県

医
師

会
と

の
連

携
に

よ
る

特
定

健
診

受
診

促
進

に
関

す
る

事
業

生
活

習
慣

病
予

防
健

診
同

時
勧

奨
に

よ
る

新
規

受
診

者
の

獲
得

任
意

継
続

加
入

者
へ

の
生

活
習

慣
病

予
防

健
診

及
び

特
定

健
診

の
案

内

院
内

掲
示

用
の

特
定

健
診

広
報

用
ポ

ス
タ

ー
を

作
成

の
う

え
、

和
歌

山
県

医
師

会
を

通
じ

て
配

布
。

２
年

度
は

３
年

度
に

向
け

た
集

合
契

約
締

結
準

備
が

早
期

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
た

た
め

、
３

年
度

分
ポ

ス
タ

ー
も

年
度

末
に

作
成

。

事
業

名

事業内容

概
要

事
業

所
及

び
対

象
者

個
人

へ
の

同
時

勧
奨

に
よ

る
生

活
習

慣
病

予
防

健
診

受
診

率
向

上
の

相
乗

効
果

を
目

的
と

す
る

。

事
業

名

事業内容

概
要

和
歌

山
県

医
師

会
を

通
じ

て
、

各
医

療
機

関
に

特
定

健
診

案
内

用
ポ

ス
タ

ー
を

配
布

し
、

掲
示

、
広

報
す

る
こ

と
で

周
知

を
図

る
。

実
績

等

実
績

等

小
中

規
模

事
業

所
（
対

象
者

3～
4
0名

、
前

年
度

実
施

率
0
%、

当
年

度
申

込
率

0
%）

に
対

し
、

生
活

習
慣

病
予

防
健

診
の

利
用

を
促

進
す

る
た

め
に

、
年

度
途

中
に

再
勧

奨
通

知
を

事
業

所
3
,4

47
社

と
個

人
18,944名

に
送

付
。

受
診

に
繋

が
っ

た
人

数
は

未
集

計
で

あ
る

が
、

支
部

の
弱

点
で

あ
る

対
象

者
に

同
制

度
の

周
知

を
実

施
で

き
、

次
年

度
以

降
の

受
診

に
繋

が
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
期

待
通

り
に

事
業

実
施

で
き

た
。

事業内容

概
要

任
意

継
続

加
入

者
へ

特
定

健
診

の
案

内
（
一

括
分

＋
随

時
分

）に
よ

り
、

健
診

制
度

の
周

知
、

受
診

者
数

の
増

加
を

図
る

。

実
績

等

事
業

名

事業内容

概
要

協
会

に
よ

る
集

団
健

診
の

利
用

促
進

な
ら

び
に

健
診

を
受

け
る

機
会

の
提

供
拡

大

実
績

等

市
町

村
の

が
ん

検
診

同
日

実
施

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

で
一

部
市

町
が

中
止

や
延

期
等

に
な

り
、

年
度

当
初

に
予

定
し

て
い

た
日

数
よ

り
縮

小
し

た
た

め
期

待
通

り
の

結
果

と
は

い
え

な
か

っ
た

。

任
意

継
続

加
入

者
に

対
し

て
は

、
本

部
一

斉
発

送
対

象
者

よ
り

除
外

さ
れ

て
い

る
た

め
、

同
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

で
支

部
加

入
者

の
健

康
の

維
持

、
支

部
受

診
率

の
底

上
げ

が
で

き
る

た
め

、
期

待
通

り
の

事
業

が
実

施
で

き
た

。

事
業

名
被

扶
養

者
向

け
集

団
健

診
に

お
け

る
広

報
（案

内
）
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事業内容

概
要

特
定

保
健

指
導

と
合

わ
せ

て
、

歯
科

検
診

を
開

催
。

年
間

3回
程

度
　

和
歌

山
市

内
で

開
催

す
る

。
歯

科
検

診
を

同
日

に
行

う
こ

と
で

、
特

定
保

健
指

導
の

集
客

に
つ

な
げ

た
い

。
ま

た
、

糖
尿

病
重

症
化

予
防

等
に

歯
周

病
予

防
と

の
関

連
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
歯

科
検

診
を

通
じ

て
、

歯
周

病
予

防
に

つ
な

げ
る

。

実
績

等

ヘ
ル

ス
ア

ッ
プ

相
談

会
を

開
催

し
、

歯
科

検
診

・ベ
ジ

チ
ェ

ッ
ク

測
定

会
お

よ
び

特
定

保
健

指
導

を
実

施
。

保
健

指
導

の
受

け
入

れ
が

難
し

い
事

業
所

に
勤

務
さ

れ
て

い
る

対
象

者
へ

自
宅

宛
て

に
ダ

イ
レ

ク
ト

メ
ー

ル
を

送
付

し
、

募
集

を
行

っ
た

。
9月

27日
　

　
特

定
保

健
指

導
10名

　
　

歯
科

検
診

　
8名

実
施

2月
28日

　
　

特
定

保
健

指
導

12名
　

　
歯

科
検

診
　

10名
実

施

事
業

名

事業内容

概
要

前
年

度
の

特
定

保
健

指
導

実
施

者
の

改
善

率
お

よ
び

特
定

保
健

指
導

対
象

者
の

減
少

。

事
業

名
集

団
健

診
後

の
結

果
説

明
会

及
び

特
定

保
健

指
導

の
実

施

事業内容

概
要

健
診

結
果

を
郵

送
す

る
だ

け
で

な
く
、

直
接

受
診

者
に

健
診

結
果

を
説

明
す

る
こ

と
で

、
健

康
増

進
を

図
る

。
健

診
結

果
を

渡
す

機
会

を
通

じ
て

、
特

定
保

健
指

導
実

施
率

向
上

を
図

る
。

実
績

等

新
型

ｺ
ﾛ
ﾅ

ｳ
ｲ
ﾙ

ｽ
の

影
響

に
よ

り
、

集
団

健
診

は
開

催
し

た
が

、
結

果
説

明
会

は
中

止
と

な
っ

た
。

（み
な

べ
町

の
判

断
に

よ
り

）
特

定
保

健
指

導
対

象
者

の
み

、
個

別
案

内
を

行
い

、
特

定
保

健
指

導
を

み
な

べ
町

保
健

セ
ン

タ
ー

に
て

実
施

。

実
績

等
保

健
指

導
の

訪
問

先
の

確
保

等
、

保
健

指
導

委
託

機
関

の
開

拓
、

休
日

の
保

健
指

導
開

催
等

、
保

健
指

導
の

実
施

拡
大

対
策

に
重

点
を

置
い

て
取

り
組

ん
だ

た
め

、
本

事
業

に
つ

い
て

実
施

で
き

な
か

っ
た

。

事
業

名

メ
タ

ボ
流

入
抑

制
対

策

歯
科

検
診

と
の

コ
ラ

ボ
に

よ
る

特
定

保
健

指
導

の
開

催
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紙
媒

体
に

よ
る

広
報

実
施

時
期

配
布

対
象

者
実

績

事
業

所

事
業

所

健
康

保
険

委
員

他

加
入

者

2122

加
入

者
へ

の
情

報
提

供
健

康
保

険
事

業
に

か
か

る
小

冊
子

の
作

成

事
業

・制
度

案
内

等
令

和
3年

2
月

納
入

告
知

書
同

封
チ

ラ
シ

毎
月

、
事

業
主

あ
て

に
送

ら
れ

る
納

入
告

知
書

に
同

封
す

る
広

報
チ

ラ
シ

を
作

成
す

る

通
年

事
業

主
・事

業
所

担
当

者
・被

保
険

者
へ

の
周

知
及

び
情

報
提

供

令
和

2年
11月

事
業

案
内

用
卓

上
カ

レ
ン

ダ
ー

の
作

成

事
業

所
訪

問
等

で
配

布
（
3
0
0
部

）
様

々
な

広
報

に
活

用
で

き
る

素
材

を
制

作
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

事
業

主
・事

業
所

担
当

者
・被

保
険

者
へ

の
周

知
及

び
情

報
提

供

目
的

（使
途

項
目

）

事
業

案
内

等
通

年

事
項

（詳
細

）

支
部

の
取

組
事

業
を

ま
と

め
た

冊
子

の
作

成

毎
日

目
に

す
る

卓
上

カ
レ

ン
ダ

ー
に

健
診

案
内

等
を

記
載

し
、

広
く
事

業
を

広
報

す
る

事
業

名

事業内容

概
要

新
聞

全
国

紙
に

折
込

み
、

県
内

北
部

の
15万

世
帯

に
配

布
さ

れ
る

地
方

情
報

紙
（ニ

ュ
ー

ス
和

歌
山

）の
一

面
広

告
ス

ペ
ー

ス
に

広
報

記
事

を
掲

載
し

、
保

健
事

業
・ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

の
促

進
等

の
情

報
提

供
を

図
る

。

実
績

等
R

2.9.19号
と

R
3.1.9号

で
、

協
会

主
催

の
集

団
健

診
の

案
内

を
実

施
。

和
歌

山
県

内
北

部
の

新
聞

折
込

で
、

県
内

1
5万

世
帯

へ
配

付
し

た
。

事
業

名

事業内容

概
要

地
域

の
情

報
紙

（フ
リ

ー
ペ

ー
パ

ー
）「Ｌ

ＩＶ
ＩＮ

Ｇ
和

歌
山

」の
健

康
情

報
コ

ー
ナ

ー
を

活
用

し
、

健
診

及
び

保
健

事
業

案
内

、
協

会
け

ん
ぽ

イ
ベ

ン
ト

案
内

、
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

制
度

等
の

周
知

、
情

報
提

供
を

図
る

。

実
績

等

地
域

の
情

報
紙

（フ
リ

ー
ペ

ー
パ

ー
）「Ｌ

ＩＶ
ＩＮ

Ｇ
和

歌
山

」の
健

康
情

報
コ

ー
ナ

ー
を

活
用

し
、

健
診

及
び

保
健

事
業

案
内

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

の
推

進
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
制

度
等

の
周

知
等

、
情

報
提

供
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。

地
域

情
報

誌
で

の
広

報
（ニ

ュ
ー

ス
和

歌
山

）

地
域

情
報

紙
で

の
広

報
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バ
ス

車
両

広
告

に
よ

る
広

報

県
広

報
誌

へ
の

広
報

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
（健

診
・ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・協

会
け

ん
ぽ

の
取

組
）に

か
か

る
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

バ
ス

車
内

T
V

フ
ォ

ト
広

告
（ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

啓
発

等
）

加
入

者
理

解
度

調
査

に
お

け
る

特
定

健
診

認
知

率
が

全
国

平
均

よ
り

も
４

ポ
イ

ン
ト

高
い

結
果

と
な

っ
た

。
効

果
と

し
て

、
令

和
元

年
度

の
51.8%に

比
べ

令
和

２
年

度
は

60.6%に
増

加
し

た
。

事
業

名

事業内容

概
要

和
歌

山
県

の
二

大
総

合
病

院
で

あ
る

「日
赤

和
歌

山
医

療
セ

ン
タ

ー
」「和

歌
山

県
立

医
科

大
学

付
属

病
院

」に
バ

ス
で

来
院

す
る

乗
客

を
対

象
に

、
停

留
所

到
着

時
に

、
運

賃
表

示
器

に
「ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

使
用

促
進

」を
中

心
に

事
業

案
内

広
告

を
表

示
す

る
。

協
会

け
ん

ぽ
の

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
使

用
促

進
や

健
診

事
業

に
対

す
る

取
り

組
み

を
乗

客
に

ア
ピ

ー
ル

し
、

支
部

に
お

け
る

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
使

用
割

合
お

よ
び

健
診

受
診

率
の

向
上

を
め

ざ
す

も
の

。

実
績

等

H
31.4月

か
ら

R
1.10月

診
療

分
の

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

使
用

割
合

 →
 R

1.4月
か

ら
R

2.10月
診

療
分

の
使

用
割

合
の

推
移

。
日

赤
和

歌
山

医
療

セ
ン

タ
ー

　
　

78.7％
 →

 ７
９

．
７

％
和

歌
山

県
立

医
科

大
学

付
属

病
院

　
　

63.5％
 →

 ６
５

．
８

％
他

の
要

因
も

あ
る

た
め

、
本

事
業

の
寄

与
度

が
ど

の
程

度
か

は
不

明
な

が
ら

、
二

大
病

院
い

ず
れ

も
大

幅
に

使
用

割
合

が
増

加
。

事
業

名

事業内容

概
要

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
に

よ
る

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

、
加

入
事

業
主

向
け

に
協

会
け

ん
ぽ

の
取

り
組

み
に

よ
る

従
業

員
の

健
康

づ
く
り

の
意

義
や

手
法

を
伝

え
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
制

度
や

医
療

費
抑

制
へ

の
効

果
に

つ
い

て
理

解
と

意
識

向
上

を
図

っ
た

。

実
績

等

合
計

124名
（１

日
目

68名
二

日
目

56名
）の

セ
ミ

ナ
ー

参
加

者
が

あ
り

、
翌

日
に

は
数

社
か

ら
チ

ャ
レ

ン
ジ

運
動

や
健

康
経

営
に

つ
い

て
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
る

な
ど

反
響

が
あ

っ
た

。
そ

の
後

、
16社

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

運
動

の
参

加
申

し
込

み
に

繋
が

っ
た

。

事
業

名

事業内容

概
要

和
歌

山
県

の
広

報
誌

「県
民

の
友

」紙
面

内
広

告
を

活
用

し
、

健
診

及
び

保
健

事
業

案
内

、
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

の
使

用
促

進
及

び
保

険
料

率
改

定
案

内
等

の
周

知
・情

報
提

供
を

図
る

。

実
績

等
県

内
全

体
の

世
帯

に
配

布
す

る
こ

と
で

、
広

範
囲

に
わ

た
っ

て
事

業
案

内
や

情
報

提
供

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

事
業

名

事業内容

概
要

和
歌

山
市

内
の

バ
ス

に
ラ

ッ
ピ

ン
グ

広
告

を
掲

載
し

、
「健

診
受

診
促

進
」お

よ
び

「ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
利

用
促

進
」の

広
報

を
行

う
。

実
績

等
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バ
ス

車
内

放
送

広
告

（ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
啓

発
等

）

T
V

局
の

ス
ポ

ッ
ト

C
M

お
よ

び
地

元
ロ

ー
カ

ル
番

組
内

で
の

広
報

実
績

等

期
待

通
り

の
効

果
で

あ
っ

た
。

テ
レ

ビ
C

M
に

関
連

し
て

番
組

よ
り

取
材

を
受

け
た

た
め

、
取

材
や

番
組

出
演

に
関

す
る

費
用

は
発

生
せ

ず
、

効
果

的
に

番
組

内
で

取
り

上
げ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。

事
業

名

事業内容

概
要

J
R

和
歌

山
駅

の
最

寄
り

の
バ

ス
停

「新
内

」到
着

時
に

、
路

線
バ

ス
内

の
車

内
放

送
で

乗
客

に
対

し
「ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

使
用

促
進

」に
係

る
案

内
放

送
を

実
施

。
協

会
け

ん
ぽ

の
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

使
用

促
進

に
対

す
る

啓
発

を
行

い
、

支
部

に
お

け
る

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

医
薬

品
使

用
割

合
の

向
上

を
目

指
し

た
。

実
績

等

和
歌

山
県

平
均

の
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

使
用

割
合

と
し

て
、

前
年

よ
り

２
％

上
昇

し
た

。
H

31.4月
か

ら
R

1.10月
　

　
　

　
R

1.4月
か

ら
R

2.10月
　

　
　

73.1％
　

　
　

　
　

 　
→

　
　

　
  　

75.1％
車

内
放

送
で

ア
ナ

ウ
ン

ス
を

聞
い

た
と

感
想

を
述

べ
て

く
れ

る
人

が
多

か
っ

た
。

事
業

名

事業内容

概
要

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
指

標
に

お
け

る
特

定
健

診
受

診
率

向
上

お
よ

び
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
医

薬
品

使
用

促
進

に
お

け
る

C
M

を
作

成
し

、
地

元
T
V

局
の

中
で

放
映

し
広

報
す

る
。

あ
わ

せ
て

地
元

ロ
ー

カ
ル

番
組

の
中

で
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

制
度

の
周

知
を

行
う

。


